
会 議 要 旨 

１ 会 議 名  第１０期 北九州市人権施策審議会 第１回会議 

２ 開催日時  令和７年１０月２２日(水) １４時００分～１６時００分 

３ 開催場所  北九州市立男女共同参画センター・ムーブ５階 小セミナールーム 

４ 出席者氏名 

（委 員） 植竹克典、小田光江、狩野隆一、河嶋静代、工藤一成、古小路忠生、 

下田泰奈、田中眞弓、花岡浩、日高洋平、藤本喜久代、森聖子、 

和田恵子                  計１３人（敬称略） 

（事務局） 保健福祉局長、人権推進センター所長、他関係職員 

                      計１０人 

５ 会議の内容 

（１）保健福祉局長あいさつ 

（２）委員紹介 

（３）市側出席者の紹介 

（４）会長及び副会長の選出 

（５）会長・副会長あいさつ 

（６）議事 

（議題１）報告～「北九州市人権行政指針」策定から２０年間の経過と取組 

指針策定後から２０年間の人権を取り巻く国内、社会情勢の変化および北九州市 

の「人権文化のまちづくり」の経過と取組、また「令和６年度北九州市人権行政指針 

関係事業」の自己評価結果について報告した。 

   また、２０年間に４回実施した市民意識調査の結果から、社会情勢の変化や国の 

動き、報道などの影響で市民の人権に対する関心度は高まってきているが、一人ひ 

とりの人権尊重意識については高まっているという回答に伸びがみられず、今後も 

引き続き人権教育・啓発が必要であることを報告した。 

 

   【委員意見】 

・人権への関心度は高まっているが、人権尊重意識が高まらないという結果は、社 

会調査ではよくあることで、意識と実践の乖離のようなものが、絶えず社会問題 

のときには出てくる。普遍的な価値とそれをどういうふうに実践していくのかと 

いう難しさが現れている。 

・社会の構造的な問題も含め厳しい状況になってきている。 

・市の事業のほとんどが人権と関係がある。事業評価として「概ね指針どおり」と 

あるが、どういう内容かがわかりづらい。市民に分かりやすいものなのかどうか 

が非常に重要である。 
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（議題２）意見交換 ～ 「北九州市人権行政指針」について 

審議会の所掌事務、調査審議の具体的方法、指針改訂についての本市の考え方の

ほか、９月に実施した「第１１次人権問題に関する市民意識調査」について説明し

た後、事前に回答した「北九州市人権行政指針第２次改訂版」について 

 （１）見直しを図った方がよいと思う点 

（２）全般的な感想 

について意見交換した。 

 

【委員意見】 

・外国人への人権問題（排外主義）については、本市としてもより積極的に対応し 

ていくべきであり、記載を充実させるべき。 

・刑事施設等の出所者等に対する支援の問題について、刑務所に入ったかどうかに 

かかわらず、罪に問われた方の社会復帰に向けた支援（暴力団追放運動、希望の 

まちプロジェクトなど）、現況・現状を踏まえ、さらに加筆すべき。 

・市民がよりわかりやすく手に取れるような冊子またはリーフレットなど簡易版の 

ものがあれば、市民の意識向上に繋がると思う。 

・暴力団から離脱した方や刑を出所された方についても、社会で受け入れる土壌み

たいなものを醸成していかないといけない。暴力団を追放するだけではなく、そ

この構成員だった方をどんなふうに社会で受け入れていくのかについて議論が深

まるとよい。 

・どのフェーズまでを指針と考えるか、議論の余地がある。具体的になってしまう

と計画になってしまい、余りに抽象的だと指針として本当に役に立つのかという

ことになるので、それについても議論できればよい。 

・家族滞在という在留資格があり、母国で日本語を学習する機会がなかった在留外

国人の家族への施策が必要。 

・外国から来たこどもの学習権が保障されていないことについても記載してはどう

か。地域日本語教室、日本語指導協力員の制度もあまり知られていないため、必

要性について記載したほうがよい。 

・人権教育について学校が果たす役割は、大変大きなものがあると認識しているが 

人権教育の根底がまず、家庭や地域（幼児期からの家庭教育・社会教育）にある 

こと、人権教育を生涯学習の一環として学び続けられるように機会の充実を図る 

ことなどを示してはどうか。 

・女性の人権にもいろいろな課題がある。女性の働き方について議論を深めたい。

女性にも男性にも様々な生き方があって然るべきで、社会構造や意識も変わりつつ

ある今、その点も検討できるとよい。 

・基本理念が難しい言葉で書かれているのでわかりやすく表現してはどうか。 

・「よき市民として」「地域貢献できるような」など曖昧な表現を見直してはどうか。 

・インターネットの人権侵害について強調してはどうか。    

・犯罪をした人の人権について、就職機会がないため再犯率がなかなか減らない 
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状況がある。 

・同和問題（部落差別）の表記について、法務省では「部落差別（同和問題）」と変

更している。 

・女性、こども、外国人、インターネット、ＳＮＳなどの人権問題や多様性を認め

合える意識を持つことについて、もう少し深く踏み込んで、地域社会全体で連携・

対処していくことを指針の中に盛り込めればよい。 

・本当に住みやすい北九州市を実現していくためには、やはり繰り返し繰り返し地

道に啓発活動や教育が必要。 

・人権課題の並び順を国の基本計画に合わせてはどうか。 

・こどもの人権に関してヤングケアラーの問題、教育の機会均等についても記載し

てはどうか。 

・基本理念の「共生・協創」について、改めてしっかりと記述していくことが大事。 

・学校現場でインターネットによる人権侵害が非常に複雑化、多様化していること

を感じており、第２章の人権に関する取組み状況の中に、その状況を踏まえて新

しい内容盛り込みながら更新できたら良いのではないか。 

・「外国にルーツを持つこどもたちへの対応」「インクルーシブ教育」「合理的配慮」

「アンコンシャスバイアス」「ウェルビーイングの向上」に触れてはどうか。 

・「明日への伝言板」による啓発の取組について記載してはどうか。 

・もう少し市民が読みやすい簡単なつくりに思い切って変えてはどうか。 

・指針の内容（体系）と具体的な取組みの関係をわかりやすくしてはどうか。 

・毎年度、重点項目を決めて全市で取組んではどうか。 

・年度ごとの実施計画のようなものを添付してもいいのではないか 

・指針のことを知らない市民もいる。市民が主役、などと書かれてはいるが、市民

の認識は実は希薄なのではないか。 

・指針においていろんな領域をどう表現するかというのは本当に難しい問題である

が、今の社会状況を反映するものなので、調整の努力をしていくのは大切。 

   ・人権課題別の法令・制度の部分が、５年間も改訂されてないと重要なものが抜けている。

５年も経つと色々な事が変化するので、その点をどうしていくかが課題である。 

 ・重要な権利についての考え方やこどもに関わる施策についての情報なども記載されて 

ないので冊子自体のつくり方をどうすべきか検討する必要がある。 

    ・指針の理念や視点、方向性については、「人権文化のまちづくり」という普遍的 

なビジョンを起点にしているため、見直すべきものはないのではないか。 

    ・抜本的に見直すという意見については行政が決めることではあるが、残す部分と 

書き直す部分、アプローチの違いなどを審議会で示せないか。 

・「人権文化のまちづくり」や社会教育は、表層的・抽象的で他人事になりがち。具 

体的なエビデンスやケースに基づいて人権を考える教育・啓発や、職場や地域で 

の仕組みづくりが必要。 

・行政は、行政サービスの現場において人権擁護の的確な実践者となり、その事例

やエビデンスを企業や地域社会に対し示すことが必要ではないか。 

・市の各部局が市民対応の場面で、どのように人権を守りあう行動をし、そのこと
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を持ち寄り発表しあうのはどうか。 

・一方、これをどう具体に生かせているかは、人づくりをどうしていくかという問

題につながる。 

 

 

６ 問合せ先  保健福祉局人権推進センター人権文化推進課 

      電話 ０９３－５６２－５０１０ 
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